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“Hearing of a meeting between Tristan and Iseult, King Mark 
hides in a tree above them.
The lovers see his reflection in the pool and gossip casually 
together.
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第一条　 本会は、東洋大学英語コミュニケーション学会（Society of English 
























































　 1　宋ルル（東洋大学大学院博士後期課程 1年） （14時10分）
　　　　　Politeness on Compliments between Chinese and English
　 2　 小橋歩実（東京都中学校講師） （14時40分）
　　　　　中学校の英語教育の実情
　 3　 バイラ・ビレンドラ（東洋大学文学部助教） （15時10分）






閉 会 式 （16時00分）
　　　　　司　　会　　学　科　長　　高橋雄範教授
　　　　　閉会の辞　　副　会　長　　佐藤節也教授

























































































　 English Reading PracticeⅠA/B、English Linguistics A/B、Advanced English 

















　 Listening Comprehension Practice A/B, Newspaper English A/B, English 









　 Intersemiotic Issues of Translation Theory: Transformations of Participation 
Frameworks of the Toastmasters Club Activities.  東洋大学文学部紀要 第70
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　 “Recent VLBI Activities in East Asia” VLBI Seminar, Max-Planck Institute for 
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　 Intercultural Communication IA,B Intercultural Communication IIA,B 






　 “A Whale in Uncharted Waters”







　 Oral Communication IIA,B、Negotiation Skills and Theory A,B、Debate A,B、





























1　 ワープロ書き完全原稿とする（MS明朝もしくはTimes New Roman 
10.5pt）。
2　枚数はA 4で15枚前後、20枚を越えない分量とする。
3　和文原稿の場合には、提出時に英文タイトルを添えること。
4　入稿は紙ベース及びデータベース（USB、FD等）によること。
5　以下の期日を厳守のこと。
　　・「執筆届」提出　 6月末日
　　・原稿締め切り　 10月15日
◎東洋大学学術情報リポジトリ登録（追加）について
　 原則として刊行後、リポジトリで公開するものとする。ただし、登録（追
加）を否とする執筆者は「執筆届」にその旨を明記のこと。
投　稿　規　定
《編集後記》
　学科の改組に伴い、英語コミュニケーション学科紀要 dialogos は、本号をもって終
刊となる。これまで本紀要を支えてくださった全ての方々に、衷心より感謝申し上げた
い。
　紀要の終刊には一抹の寂しさが伴うが、一方で、今年度は喜びと興奮に満ちた一
年でもあった。外国語としての英語教授法の専門家で、談話分析、コーパス言語学、
複雑性理論などを中心に研究活動を行っておられるサトウ・ジョアン（Joanne Sato）
先生をお迎えできたことは慶びにたえない。サトウ先生には、初年度から多大なご貢
献を賜り、この場をお借りして深謝申し上げたい。
　そして、本学科 4年生の萩野公介君が、リオ五輪・競泳男子400メートル個人メド
レーで金メダルに輝いたことも、本学の歴史に永遠に残る慶事である。骨折を乗り越
えての快挙であった。
　「『日本で二番目に高い山は？』と聞かれても、答えられる人は少ない。どんなこと
でも一番を目指すべきです。全力で立ち向かい、頂点を目指す意欲が大事です」とは、
北海道日本ハム・ファイターズ監督の栗山英樹氏の言葉である。
　時代は変化の連続であるが、私たちも、それぞれの使命の道で、それぞれの立場で、
「一番高い山」の頂上を目指し粘り強く挑んでいきたい。（T. T.）
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